
地理歴史  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

態

『詳説日本史探究』（山川出版社）

1○ ○定期考査

○ ○ 5

○ ○ 5

発展日本史
地理歴史科 発展日本史 6

武蔵野北高等学校 令和７年度（３学年用） 教科

地理歴史科

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、社会にみられる課題の解決
に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それをもとに議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な
考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の国土や歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重しようとすることの
大切さについての自覚などを深める。

発展日本史

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身につけるようにする。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的
条件や世界の歴史と関連づけながら総合的にとらえて
理解しているとともに、諸資料から我が国の歴史に関
する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身につけるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい
社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態
度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を
通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴史
に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切
さについての自覚などを深める。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と
文化の特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関
連や現在とのつながりなどに着目して、概念などを活用
して多面的・多角的に考察したり、歴史にみられる課題
を把握し解決を視野に入れて構想したり、考察、構想し
たことを効果的に説明したり、それらをもとに議論した
りする力を養う。

14

配当
時数

①大航海時代と呼ばれる世界史的背景を踏まえ
て、ヨーロッパ人の東アジアへの進出とその影
響を考察する。
②織田信長の統一事業、豊臣秀吉の天下統一、
秀吉の朝鮮侵略と続く織豊政権の特色と意義、
その後の時代への影響について理解する。
③新興の大名や都市の豪商の精神を反映した桃
山文化について、町衆の生活にも着目し、時代
的背景を踏まえて考察する。

第８章　近世の幕開け
１　織豊政権
２　桃山文化

【知識・技能】
村落や都市の支配の変化、を読み取り、織豊政権の特
色や貿易・対外関係について理解している。
【思考・判断・表現】
織豊政権の諸政策の目的や、ヨーロッパ諸国の進出が
アジアに与えた影響などについて多面的・多角的に考
察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
近世の国家・社会の変容を多面的・多角的に考察し、
時代を通観する問いを表現しようとしている。

○ ○ ○

指導項目・内容

○

単元の具体的な指導目標 評価規準 知 思

①江戸幕府の成立による幕藩体制の確立過程を
理解する。
②江戸幕府の鎖国政策について、単なる対外貿
易の遮断ではないことを理解し、鎖国後の貿易
関係の在り方も含めてその影響と歴史的意義に
ついて考察する。

第９章　幕藩体制の成立と展開
１　幕藩体制の成立

【知識・技能】
織豊政権との類似と相違、アジアの国際情勢の変化な
どに着目して、諸資料をもとに江戸幕府の法や制度の
確立や対外政策の推移について理解している。
【思考・判断・表現】
織豊政権と幕府の支配の構造の相違点や、江戸幕府に
よる貿易統制の意義について多面的・多角的に考察
し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
幕藩体制が確立する過程における様々な画期について
考察し、主体的に追究しようとしている。

○

①幕藩体制の確立期の経済・社会を、兵農分離
や村落・都市支配などの観点から、多面的・多
角的に考察する。
②被支配身分の特質や、周縁部分に生きる人々
の社会的役割について理解する。

２　幕藩社会の構造 【知識・技能】
幕藩体制下の支配体制や封建的身分秩序の形成に関す
る諸資料から適切に情報を読み取り、江戸時代の社会
の構造を理解している。
【思考・判断・表現】
新たな支配制度のもとにおける人々の生活の具体相に
ついて、根拠を示して表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
織豊政権下における社会の仕組みと幕藩体制下とを比
較・考察し、そのつながりを見出そうとしている。

○

１
学
期

①農村や都市の変容により幕藩体制が動揺する
中、幕府や諸藩がおこなった諸改革の意義とそ
の影響を考察する。
②江戸中期に確立した洋学や国学、新たなかた
ちで展開する文学・芸能・美術について、社会
の変容にともなう幕藩体制の動揺と関連づけて
考察する。
③欧米諸国のアジア進出による国際情勢の変化
やそれに対する幕政の対処を踏まえて幕府が衰
退していく過程を理解する。
④化政文化について、学問・思想・教育・文
学・美術・生活文化の新たな展開に着目し、江
戸と地方の文化的交流にも留意して考察する。

第10章　幕藩体制の動揺
１　幕政の改革
２　宝暦・天明期の文化
３　幕府の衰退と近代への道
４　化政文化

【知識・技能】
幕府・諸藩の経済的窮乏、百姓一揆・打ちこわしの頻
発などに関する諸資料から情報を読み取り、享保の改
革や田沼時代の諸政策の意義について理解している。
【思考・判断・表現】
幕藩体制の動揺と文化の展開との関連性について、諸
資料から読み取れる情報をもとに多面的・多角的に考
察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
飢饉や一揆への対応、外交政策の転換などについて、
幕府や諸藩の課題を見出し、主体的に追究しようとし
ている。

○ ○ ○ 25

定期考査 ○ ○ 1

①17世紀後半から18世紀前半までの江戸
幕府の安定期について、その平和と秩序
の確立の視点で考察する。
②幕藩体制の安定期の農業・商工業など
の発展について、諸産業相互の関係やそ
の社会的役割を踏まえて考察する。
③経済の発展と関連して町人文化が形成
されたことについて、町人の社会的台頭
や幕藩体制の安定と関連させて理解す
る。

３　幕政の安定
４　経済の発展
５　元禄文化

【知識・技能】
諸資料から情報を適切に読み取り、文治政治への転換
から元禄時代・正徳期に至る政治の推移について理解
している。
【思考・判断・表現】
陸上・水上における交通や流通の発達と、農業・工
業・商業などの発達との関連を多面的・多角的に考察
し、根拠を示して表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
幕藩体制が安定していく中での経済の動向と上方の豪
商との関係性を踏まえ、17世紀の文化の特色を明らか
にしようとしている。

○ ○ ○ 20



①国際社会に組み込まれるという国際環
境の変化に着目して、日本の開国を社
会・経済面での変化と関わらせて考察す
る。
②江戸幕府の威信低下と雄藩の台頭につ
いて、政治情勢の変化と列強の動向を関
連させて理解する。
③幕末の動乱における天皇を中心とする
統一国家構想の芽生えから幕府の滅亡、
旧幕勢力の一掃に至るまでの経過を理解
する。

○ 10○

①明治新政府の制度改革や富国強兵・殖
産興業政策に着目して、政治的変革と国
家的統一過程を理解する。
②欧米文化・思想の導入と近代化政策に
対する士族反乱・農民一揆の発生と、言
論闘争への転換を理解する。
③政府の強力な中央集権体制への志向の
もとで、自由民権運動の始まりから立憲
国家の成立に至る間、近代国家の基盤が
形成されていく過程を考察する。

○ 10

○

第11章　近世から近代へ
１　開国と幕末の動乱
２　幕府の滅亡と新政府の発足

【知識・技能】
欧米諸国の進出によるアジア諸国の変化について諸資
料から適切に情報を読み取り、江戸幕府が対外政策を
転換して開国に至る経緯などを理解している。
【思考・判断・表現】
日本がどのような契機によって近代的な社会の形成に
向かっていくことになるのか、近代の特色を探究する
ための時代を通観する問いを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本の開国に関わる諸事象を国際的な視点から考察
し、開国のもたらす政治的・経済的・社会的影響につ
いて主体的に追究しようとしている。

○

２
学
期

○

第12章　近代国家の成立
 １　明治維新と富国強兵
 ２　立憲国家の成立

【知識・技能】
明治政府による中央集権化の諸政策と士族反乱の終
焉、欧米・アジア諸地域との国際関係、文明開化の風
潮について、諸資料から情報を読み取って理解してい
る。
【思考・判断・表現】
国内体制を欧米の水準に合わせることが改革の前提に
あったことを踏まえ、社会構造の変化や地方自治の展
開について多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
自由民権運動の展開過程を考察したうえで、日本にお
ける立憲政治の導入がもたらした課題を主体的に追究
しようとしている。

○

①東アジアをめぐる国際環境が変容する
中、国家的課題であった不平等条約の改
正交渉が進展した過程や、朝鮮問題から
日清戦争に至る経緯について理解する。
②第一次世界大戦が日本の社会経済や政
治に及ぼした影響について、欧米・アジ
ア経済との関係や政党内閣の成立などと
関連させて考察する。
③ワシントン体制に至る国際的協調体制
の進展など国際環境の推移を、日本の立
場に着目して理解する。

第13章　近代国家の展開
１　日清・日露戦争と国際関係
２　第一次世界大戦と日本
３　ワシントン体制

【知識・技能】
日清・日露戦争の前後における条約改正の完成、韓国
併合や満洲への勢力拡張などについて諸資料から情報
を読み取り、この時期の戦争の様相や背景、日本の国
際的地位の変化を理解している。
【思考・判断・表現】
大戦中の日本の動向を踏まえ、中国や朝鮮をはじめと
するアジア近隣諸国民が日本の対外姿勢をどのように
受け止めたのかを多面的・多角的に考察し、表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
東アジア・太平洋地域における国際協調体制の特質を
考察することを通じて、当時の日本外交に与えた影響
やその課題を主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 15

①日清・日露戦争前後にかけて資本主義国家の
基礎が確立された過程を、産業革命や近代産業
の発展に着目して理解する。
②近代産業の発展にともなう社会問題(労働問
題・公害問題)の発生と政府の対応について考
察する。
③伝統的な文化のうえに欧米文化を摂取するな
ど二元性をもって成立した近代文化の特色につ
いて、政治・経済・外交などの視点をもって考
察する。
④労働者や都市中間層の拡大による大衆社会の
基盤の成立に着目し、都市化や市民生活の変化
を踏まえて、大衆文化の特色について考察す
る。

第14章　近代の産業と生活
１　近代産業の発展
２　近代文化の発達
３　市民生活の変容と大衆文化

【知識・技能】
産業の発達の背景と影響などに着目し、諸資料から産
業革命の展開について適切に情報を読み取り、地域社
会における労働や生活の変化が社会問題を生み出した
ことを理解している。
【思考・判断・表現】
学校教育の必要性の説かれ方や、学校教育の内容と地
域社会の変容、国民意識との関係について、近代文化
の形成を踏まえて考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
マスメディアや出版の発達によって誕生した大衆社会
が生み出す課題について、自ら主体的に追究しようと
している。

○ ○ 15

定期考査 ○ ○ 1



合計

210

定期考査 ○

２
学
期

○

○

①戦後の世界秩序を踏まえ、占領政策お
よび戦後の民主化政策とそれにともなう
諸改革について、その経過と内容を理解
する。
②戦後政治の動きを踏まえて、集大成と
なる日本国憲法制定の意義を考察する。
③東アジア情勢の変化を踏まえ、連合国
による占領が終結して日本が独立した意
義を考える。

第16章　占領下の日本
１　占領と改革
２　冷戦の開始と講和

【知識・技能】
第二次大戦前後の政治や社会の類似と相違などに着目して、
戦後の諸改革の内容と日本国憲法の制定に関わる諸資料を読
み取り、占領政策と諸改革について理解している。
【思考・判断・表現】
地域社会の変容にも留意しながら、占領の前後の社会や思
想・文化などを比較・考察し、その結果を根拠を明確にして
表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代の日本との関係性を踏まえながら、占領期における諸改
革が生み出した成果と課題について、主体的に追究しようと
している。

①戦後恐慌から昭和恐慌に至る国内経済
の動揺について、国内・国外の経済状況
と対策に着目して理解する。
②日本の対外政策の推移について、世界
情勢や軍部の政治的進出に着目して、政
党内閣の崩壊や国際的孤立の過程につい
て理解する。
③第二次世界大戦について、国家間の相
違や総力戦の特色を踏まえ、この戦争が
空前の惨禍をもたらした点に着目して、
平和で民主的な国際社会の実現に努める
重要性を認識する。

第15章　恐慌と第二次世界大戦
１　恐慌の時代
２　軍部の台頭
３　第二次世界大戦

【知識・技能】
国際社会やアジア近隣諸国との関係に着目して、日本で連続
した恐慌と政府の対応などに関わる諸資料から情報を読み取
り、恐慌と国際関係について理解している。
【思考・判断・表現】
当時の社会が抱えた矛盾と満洲事変などの対外政策、国内で
の軍部の政治的進出などの諸事象を相互に関連づけて多面
的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
日中戦争から太平洋戦争に至る過程や日本政府の対応を考察
することを通じて、第二次世界大戦期の国際関係について主
体的に課題を追究しようとしている。

○

３
学
期

○

○ 25

32

①独立後の日本国内政治について、衆議
院を保守・革新の二大勢力が占める55年
体制の成立から安定した保守政権となる
までの経過を理解する。
②冷戦構造の中で日本が国際社会に復帰
したことについて、日本の国際連合への
加盟、アメリカ・中華人民共和国・大韓
民国との関係に着目して、独立回復後の
日本の動きを考察する。
③朝鮮特需による経済復興とその後の高
度経済成長について、経済の国際化と国
内の技術革新などの側面に着目して考察
する。

○ 10

1○

大学入試に向けた実践的な演習を行い、
受験日本史を完成させる。

大学入学共通テスト演習
個別指導

【知識・技能】
これまでの日本史学習において獲得した知識で大学入
試問題を解くことができている。
【思考力、判断力、表現】
これまでの日本史学習において獲得した知識から大学
入試問題を考察し、論述問題などで表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
これまでの日本史学習において得た能力で、自ら課題
を見出して主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○

第17章　高度成長の時代
１　55年体制
２　経済復興から高度経済成長へ

【知識・技能】
保守合同による自由民主党の成立から、経済成長を背
景とする安定した保守政権の誕生に至る経緯について
諸資料から情報を読み取り、外交・政治・経済を踏ま
えて理解している。
【思考・判断・表現】
日本の経済復興や高度成長を国際関係から関連づけた
り、様々な社会問題の発生について多面的・多角的に
考察したりして、その結果を表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
55年体制の歴史的意義や、1960年代における保守政権
の安定化を考察することを通じて、独立後の国内政治
について主体的に課題を見出そうとしている。
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①ドル＝ショックや石油危機を踏まえ
て、主要先進国首脳会議が開かれた意義
を理解する。
②高度成長が終焉し、保守政権が動揺す
る中、２度にわたる石油危機を乗り越
え、経済大国としての道を歩み始めた日
本の状況を多面的・多角的に考察する。
③科学技術・産業の発達によって派生す
る環境問題やエネルギー問題などの日本
の課題とそれに対する日本の役割を認識
する。

第18章　激動する世界と日本
 １　経済大国への道
 ２　冷戦の終結と日本社会の変容

【知識・技能】
ドル＝ショックや石油危機による世界経済の混乱に対応する
ため主要先進国首脳会議が開かれる一方、日本は石油危機を
乗り越えて経済大国となったことを理解している。
【思考・判断・表現】
国連平和維持活動への対応や経済不況に対する国内改革な
ど、冷戦終結後の日本が抱える課題について多面的・多角的
に考察し、その結果を表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦終結後の国際社会において日本がどのような役割を果た
してきたのか、自ら課題を見出して主体的に追究しようとし
ている。

○ ○ ○ 10


